
ＣＩＭの検討における課題（ＢＩＭとの相違）

留意点 検討・課題

土木分野では、現地の地形・地質に依存また
は左右される要素が建築分野に比べて格段に
大きく、地形・地質の詳細で精緻な情報が最も
重要であること。

地形については、現状で国土地理院から提供
されている基盤地図情報（数値標高モデル）の
活用や「地理空間情報活用推進基本計画（平
成20年閣議決定）」に基づく検討に期待。

土木分野では、建築分野に比べて設計の自
由度は小さく、施工においては、いわゆる設備
関係も限定的であること。また、維持管理にお

まさに、CIMの主要部分であり、必要な属性

情報をどう選択し、どの程度の情報を付加すべ
きかなど、CIM構築にかかるコストとその効果に

いては、各構造物に特有な管理項目があり、さ
らに地域や周辺環境との関係が建築に比べて
より密接であること。

ついては、今後の検討の柱となる。

現行の公共土木の契約形態は、設計と施工
を分離して発注することが基本であることから、
事業の上流（設計）段階での施工上のリスク管
理の実施（フロントローディング）は限定的なも
のにならざるを得ないこと。

各段階での役割・責任にかかわる現行の建
設生産システムの制度としての課題であり、各
関係方面での議論が必要。

参照：月刊建設13-02 「CIMの導入に向けて（国土交通省 大臣官房 技術調査課 工事監視官 石川雄一氏）」



道央自動車道 大沼公園IC～森IC(CADからKML）
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CADからKML
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地理空間情報の利活用について
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津波浸水想定区域～道路管理施設等

北海道より公表された太平洋側の津波浸水想定区域図と各種道路管理施設を
重ね合わせることにより、大津波警報発発令時の通行止め区間等の検討に活用。

道の駅

除雪ＳＴ

除雪ＳＴ

役場

CCTV

CCTV

CCTV

CCTV
CCTV

CCTV

Ｒ３８ 白糠町周辺
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ハザードマップ（浸水想定区域、豊平川）

浸水想定区域、豊平川浸水想定区域
（幌平橋付近から下流方向）

釧路市津波浸水想定＋人口４次メッシュ

十勝岳（赤：火砕流、黄：泥流）
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人口3次メッシュ＋（市町村別）農業生産額・漁業生産額
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■各部門における横断的な取り組み
北海道開発局 地理空間情報活用推進チームの活用
・河川、道路、港湾、空港、農業、水産、営繕、機械、電気、総務、用地、管理の

部門において、各種地理空間情報を共有し、CIM(情報化施工)の活用を推進する。

■平成25年度 CIMに関する北海道開発局の取り組み➀

※北海道開発局に、「地理空間情報活用推進チーム」を設置する。（平成25年6月7日設置）
チームの構成（本局チーム）は、本局技術管理課長が総括し、関係課の企画官クラスが構成員。
また、各開発建設部においても体制を整備し、本局・開建が相互に連携を図りながら施策の推進にあた

る。

（６月７日 ＴＶ会議（北海道開発局））（６月７日 ＴＶ会議（北海道開発局）） （６月７日 ＴＶ会議（本省 北海道局））（６月７日 ＴＶ会議（本省 北海道局））



■情報発信
講演会
【『地図でつなぐ・伝える』地理空間情報の活用】
においてGISとCIMに関する情報を発信。

･日 時 平成25年６月12日（水）
15:00～17:00

･場 所 北海道大学学術交流会館
･参加者 172人

※国土地理院と共催
（講演者 岡本国土地理院長、高松北海道局長等）

■平成25年度 CIMに関する北海道開発局の取り組み➁



■情報発信
講演会
【CIMに関する講演会】 主催 土木学会

･日 時 平成25年7月5日（金）
13:00～17:00

･場 所 札幌市生涯学習センター
･参加者 141人
･講 演 国土交通省大臣官房技術調査課

工事監視官 白土 正美
北海道開発局事業振興部技術管理課

技術管理企画官 坂 憲浩

■平成25年度 CIMに関する北海道開発局の取り組み➂

発注者, 21, 
15%

建設会社, 
18, 13%

建設コンサル

タント, 71, 
50%

ITベンダー, 
22, 16%

大学・研究機

関・財団, 6, 
4%

その他, 3, 
2%

参加者分類（141名)



ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ「国土交通省顧問 佐藤直良氏」（日刊建設通信新聞社）

CIIM：C シビル、 I  インフラストラクチャー
I  インフォメーション、 M  マネジメント

CIM： C コンストラクション
I  インフォメーション、 M  モデリング
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■少子高齢化社会への適応
・減少する熟練土木技術者（技能者・設計者等）に替わる生産・管理手段の確保

■労務環境改善、死傷事故の解消
・危険を伴う作業からの解放、３Kイメージからの脱皮

■建設生産システムの一貫性向上

CIM導入のねらい

■建設生産システムの一貫性向上
及び 社会インフラの更なる品質・スピードの向上

・計画から設計、施工、維持管理までの全体における最適化
・設計、施工、維持管理の高度化、最適設計

■建設事業全体での生産性向上
・人材・時間を、より有効・有益なことのために活用し、地域社会・国家の発展・繁栄へ寄与
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おわりに

・国民ニーズの多様化下での社会資本の的確な計画、調達、維持管理

・より品質の優れた社会資本調達

（社会資本調達システムの変化、多様化等）

・危機管理対応の重要性の高まり

・行政の効率化、負担軽減

（技術者数の減少、合意形成・ｱｶﾝﾀﾋﾞﾘﾃｲの業務量増大 等）

・法令遵守・法令遵守
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AR技術
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